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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 7,236 18.2 956 404.0 936 433.0 522 503.1
22年3月期第3四半期 6,124 △17.8 189 △63.5 175 △65.4 86 △68.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 35.26 ―
22年3月期第3四半期 5.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,399 5,729 60.9 386.40
22年3月期 8,736 5,309 60.8 357.94

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  5,729百万円 22年3月期  5,309百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
7.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,300 12.6 1,070 140.2 1,050 154.4 570 160.4 38.44



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 14,850,000株 22年3月期  14,850,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  21,994株 22年3月期  16,866株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 14,830,073株 22年3月期3Q 14,834,501株
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当第３四半期累計期間（4月～12月）の国内経済は、新興国を中心とした堅調な外需や政府の景気対

策の効果などにより、企業収益の改善が見られ、緩やかな回復基調で推移しましたが、秋口以降は円高

の進行や景気対策の一部終了等の影響で、景気回復は一時足踏み状態となりました。また、資源価格の

上昇や先進国経済の減速懸念など、依然として景気の先行きへの不透明感が払拭できない状況も続いて

おります。 

 当社グループの主力製品である電子写真用キャリアの用途は、オフィス用複写機・プリンターの現像

剤向けですが、リーマン・ショック後の世界経済悪化の影響を受け、需要は低迷していましたが、前年

度の第３四半期以降、回復傾向を示し、今年度に入り需要は急速に回復しております。 

 このような環境の下、当第３四半期累計期間（4月～12月）のキャリア製品の売上高は前年同期比

21.3％増加いたしました。鉄粉製品はカイロメーカーの増産などから前年同期比30.6％増加いたしまし

た。脱酸素剤関連製品は個人消費の低迷などがあり前年同期比1.8％減少いたしました。これらにより

売上高は7,236百万円（前年同期比18.2％増加）となりました。 

 損益面では、キャリアは大幅な増販により、売上総利益は大幅な増益となりました。鉄粉も大幅な増

販により増益となり、脱酸素剤関連製品は生産物流改善等のコストダウン効果により増益となりまし

た。販売費及び一般管理費は増販による販売費の増加と賞与引当金繰入増、工場用地取得に伴う租税公

課増等により一般管理費が増加しましたが、連結営業利益は前年同期に比べ766百万円増加し956百万円

となりました。 

 連結経常利益は為替差損の増加などがありましたが、前年同期に比べ760百万円増加し936百万円とな

り、連結四半期純利益は前年同期に比べ436百万円増加し522百万円となりました。  

 なお、第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しておりますが、適用初年度のため、セグメント利益の

前年同期との比較分析は行っておりません。  

  

当第３四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加と

棚卸資産が増加しましたが、預け金が減少しましたので、67百万円減少いたしました。固定資産は、将

来の事業拡大用として工場用地を取得しましたので、730百万円増加いたしました。以上により、総資

産は662百万円増加し9,399百万円となりました。 

 負債は、短期借入金が540百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金、未払金、未払法人税等が増

加しましたので、242百万円増加し3,669百万円となりました。借入金は前連結会計年度末に比べ540百

万円減少し200百万円となっております。 

 純資産は、利益剰余金の増加により、420百万円増加し5,729百万円となりました。自己資本比率は、

前連結会計年度末に比べ0.1％増加し60.9％となりました。 

  

平成22年11月8日に発表しました業績予想に変更はありません。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

②棚卸資産の評価方法  

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会計

期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

  

③固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。  

  

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

⑤税金費用の計算  

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

①四半期連結損益計算書関係の表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 338,707 402,316

受取手形及び売掛金 1,447,077 1,125,371

商品及び製品 886,090 643,918

仕掛品 812,929 630,834

原材料及び貯蔵品 349,259 257,446

預け金 157,580 989,844

その他 128,226 137,504

貸倒引当金 △4,491 △3,896

流動資産合計 4,115,380 4,183,338

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,382,041 3,372,514

減価償却累計額 △2,181,784 △2,117,373

建物及び構築物（純額） 1,200,257 1,255,141

機械装置及び運搬具 5,951,768 5,764,067

減価償却累計額 △5,015,516 △4,818,784

機械装置及び運搬具（純額） 936,252 945,282

土地 1,860,198 997,131

リース資産 1,564,443 1,535,344

減価償却累計額 △951,899 △741,404

リース資産（純額） 612,543 793,940

その他 746,435 630,643

減価償却累計額 △302,864 △295,711

その他（純額） 443,570 334,932

有形固定資産合計 5,052,822 4,326,428

無形固定資産 1,865 1,865

投資その他の資産   

その他 234,405 230,027

貸倒引当金 △5,199 △5,199

投資その他の資産合計 229,205 224,827

固定資産合計 5,283,892 4,553,121

資産合計 9,399,273 8,736,460
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,149,562 697,096

短期借入金 200,000 740,000

未払法人税等 310,468 29,574

引当金   

賞与引当金 122,901 164,088

その他の引当金 － 12,000

引当金計 122,901 176,088

その他 939,745 722,404

流動負債合計 2,722,677 2,365,163

固定負債   

引当金   

退職給付引当金 403,116 385,465

その他の引当金 65,564 77,225

引当金計 468,680 462,690

リース債務 478,413 599,262

固定負債合計 947,093 1,061,953

負債合計 3,669,771 3,427,117

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,557,000 1,557,000

資本剰余金 1,566,000 1,566,000

利益剰余金 2,616,543 2,197,449

自己株式 △5,993 △4,739

株主資本合計 5,733,550 5,315,710

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △288 431

為替換算調整勘定 △3,759 △6,798

評価・換算差額等合計 △4,048 △6,366

純資産合計 5,729,502 5,309,343

負債純資産合計 9,399,273 8,736,460
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 6,124,544 7,236,347

売上原価 5,085,623 5,347,402

売上総利益 1,038,920 1,888,944

販売費及び一般管理費 849,083 932,256

営業利益 189,837 956,688

営業外収益   

受取利息 2,351 6,610

助成金収入 10,271 4,720

その他 5,052 4,488

営業外収益合計 17,675 15,818

営業外費用   

支払利息 6,686 4,465

為替差損 6,894 13,116

債権売却損 13,731 16,449

その他 4,500 2,050

営業外費用合計 31,812 36,082

経常利益 175,700 936,424

特別利益   

有形固定資産売却益 5 897

特別利益合計 5 897

特別損失   

有形固定資産除却損 12,018 43,880

特別損失合計 12,018 43,880

税金等調整前四半期純利益 163,688 893,442

法人税等 76,977 370,516

少数株主損益調整前四半期純利益 － 522,925

四半期純利益 86,710 522,925
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 163,688 893,442

減価償却費 661,567 574,209

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,607 595

賞与引当金の増減額（△は減少） △79,359 △41,187

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000 △12,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 36,526 17,650

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,323 △11,661

受取利息及び受取配当金 △2,447 △6,706

支払利息 6,686 4,465

為替差損益（△は益） 9,098 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △897

有形固定資産除却損 2,060 21,789

売上債権の増減額（△は増加） △222,131 △327,389

たな卸資産の増減額（△は増加） 507,569 △522,805

仕入債務の増減額（△は減少） 102,496 469,421

未払消費税等の増減額（△は減少） 60,453 △74,849

その他 34,069 261,498

小計 1,280,210 1,245,576

利息及び配当金の受取額 2,447 6,706

利息の支払額 △6,196 △3,640

法人税等の支払額 △268,372 △90,460

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,008,087 1,158,181

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △410,662 △1,227,899

有形固定資産の売却による収入 － 1,508

投資活動によるキャッシュ・フロー △410,662 △1,226,391

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 160,000 －

短期借入金の返済による支出 － △540,000

リース債務の返済による支出 △269,294 △181,397

自己株式の取得による支出 △106 △1,254

配当金の支払額 △118,677 △103,831

財務活動によるキャッシュ・フロー △228,078 △826,483

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,196 △1,179

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 360,149 △895,872

現金及び現金同等物の期首残高 490,168 1,392,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 850,317 496,288

-7-

パウダーテック株式会社(5695)　平成23年３月期第３四半期決算短信



当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

当社企業グループは、酸化鉄を原料とする粉体素材分野において事務用機器、粉末冶金、カイロ用

等の鉄粉素材を提供する粉体製造業として、単一の事業を営んでいるので、事業の種類別セグメント

情報は記載しておりません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省

略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、本社に製品別の事業部門を置き、各事業部門は取り扱う製品について包括的な戦略を立案し事

業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「キャリア事

業」、「鉄粉事業」、「脱酸素剤事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「キャリア事業」は、主に複写機・プリンター業界向けに電子写真用キャリアを生産・販売しておりま

す。「鉄粉事業」は、カイロ用、粉末冶金用などの各種鉄粉を生産・販売しております。「脱酸素剤事

業」は、主に食品業界向けに鮮度保持用として脱酸素剤、酸素検知剤を生産・販売しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
(注)１．調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益の調整額△311,811千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△311,187千円及

び棚卸資産の調整額△624千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

   該当事項はありません。 

  
  

(単位：千円)

キャリア 
事業

鉄粉事業
脱酸素剤

事業
合計

 
調整額 

 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額
(注)２

売上高

  外部顧客への売上高 4,993,401 1,084,368 1,158,577 7,236,347 ─ 7,236,347

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 42,877 ─ 42,877 △42,877 ─

計 4,993,401 1,127,245 1,158,577 7,279,224 △42,877 7,236,347

セグメント利益 1,080,162 81,816 106,521 1,268,499 △311,811 956,688

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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